鎌倉市自治基本条例策定市民会議第１７回全体会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年２月７日（水）午後６時３０分　～　９時００分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　第三分庁舎　講堂他

	出 席 者（敬称略）
市民会議会員出席者４７名、ミニ学習会講師小泉親昂（市民会議会員）及び事務局（経営企画課８人）

全体会議事進行担当　：　議長　橋爪幸臣、　副議長　郡司春乃、　補佐　春日桂太郎
策定作業部会議事進行担当　：　増田行治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

○　第１部　全体会
　前回同様、正副議長等を承認し、会議の概要、配布資料の確認を行い、議事に入った。

１　運営委員会からの報告（資料なし）
(1) 市民会議フォーラムについて
・ 3月24日開催の市民フォーラムの講師はまだ未定である。　
・ 開催時間13時30分から16時30分頃までを予定し、会場は生涯学習センター大ホールで行う。
２　広報かまくら臨時号の発行について（資料なし）
・ 2,3面（見開きページ）に掲載予定のテーマツリーは、編集会議において文字数が多くなりすぎると見てもらえないという意見があり、内容を大きく変更することとした。
・ 変更内容としては、テーマツリーに換えて「鎌倉市民の木」（紙面の約1/3）としてイラストを載せるとともに文字数を抑えるようにした。また、自治基本条例について親子の会話形式で説明をするスペースを設けた（紙面の約1/3）。その他（紙面の約1/3）とした。
　・ 原稿の締切は、2,3面については2月13日まで、1,4面については2月16日までとなる。

【質疑】

　　なし

　第2部　策定作業部会
１　検討テーマ別、班討議意見の分類について（資料なし）

・ 前回の班討議で仕分・分類された項目（約1,000項目）について、現在とりまとめの作業を行なっており、整理でき次第配布を予定している。
・ 検討テーマ別に仕分・分類された項目のテーマ１～５までについて、それぞれの性格に分類する作業を以下の通り各班で分担し行う。
　　→　検討テーマ１…１班、検討テーマ２（201～206）…２班、検討テーマ２（207～211）…３班

        検討テーマ３…４班、検討テーマ４…５班、検討テーマ５…６班

２　ミニ学習会　「鎌倉市の財政について」（講師　小泉親昂）（資料１―①～③ほか）

・ 資料に沿って、鎌倉市の財政状況、仕組み、地方財政の流れなどについて説明。
【質疑】

Ｑ  市の支出のうち委託料のウェイトが大きいが、その解析がなされておらず、委託料に含まれる人件費について等どの様に考えるか。
Ａ 　指定管理者制度による民営化や市場化テスト法の施行による独立採算制等ということはあるが、いずれも委託料の問題は切り離すことはできない状況である。
こういったことを含め、今後の行政のあり方を市民が決める場合に、税金は取られるという考え方ではなく、サークルの会費と同じように市政に参加するために自ら会費（税金）を支払っていくという考え方が必要になる。会費が足りない場合は、会費を上げるか、事業を止めるかを選択しなければならない。


	特 記 事 項

１　次回の鎌倉市自治基本条例策定市民会議の予定

平成１９年２月２０日（火）午後６時３０分～８時３０分　鎌倉生涯学習センター　第５集会室



